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を確立 し、第4章 では現地調査と鉢試験によって葉枯れ症をM9欠 乏を主とする酸性障害と推定する
とともに、現地試験でそれを実証 した。
1生 育 及 び 花 芽 分 化 特 性
切花栽培に用いられる標準的母球(3芽球)は世代2の3個 のりん茎(分球)を世代1の りん片
約11枚 が包んだ ものである。植え付け後、下根が各分球の根盤にそれぞれ8本前後発生 し、開花
時に伸長が最大となった後漸次消耗する。上根は萌芽後、地中の葉えきか ら発生 し、開花時1茎 当
たり33本前後に達 した後、急速に消耗 ・枯死する。花茎は4月上旬に発芽、同中旬に萌芽 し、以
後急速に伸長 して6月下旬に開花 した後、9月上旬に黄変、枯死する。開花時草丈は約55㎝ 、葉
数は45枚前後である(第1図)。
分球性をもっことは ミチノクヒメユ リの特性であり、母球を構成する分球(世代2)1個 当たり
1～6個、最 も普通には3～4個の子球(世代3)を 生 じて分球する。第1～3子 球は10月 上旬
以降1か 月間隔で、第4～6子 球は4月下旬以降に分化する。その分化位置は、分球4個 の場合、
外側から14～17枚 目の りん片葉えきに順次認められる。ただし子球の肥大につれ外側りん片は




1.花では4月25日 か ら5且10日 にかけて外、内花被が、5月7日 から同13日 にかけて外、内
雄ずいが、5月13日 か ら同15日 にかけて雌ずいが形成され、花器として完成段階に達する。
したがって、Baranovaの分類の第3群 に属すると判断される。同 じヒメユ リでも、チョウセ















8月1日掘り取り球で29～10日 萌芽を遅 らせたが、後者の萌芽率は100%に 達 した。
一方、萌芽抑制物質を含むとされる子球りん片の除去は、7月15日 掘り取り球では萌芽を15
日早めたが、8月1日 掘 り取り球では影響が認め られなかった。更に、低温処理は8月1日 以降の
掘り取 り球でも萌芽所要 日数:を短縮 したが、萌芽率は8月1日 掘り取操球で100%と なった(第
1表)。 馬1








本冷蔵で は、開花促進 には5～10℃ 。40～50日 処理 が、切花品質の向上 には0℃ ・30日 、
5℃ ・30～50日 処理が良 く、両者を総合 して8℃ ・50日 処理が開花が早 く、品質 も優れた
(第4表)。
ミチノクヒメユ リの低温に対す る反応 は、スカシユ リのうちの キスカシ型 に属するものと考え ら
れる。
4月中旬以降 出荷の中期促成 には自然低温春化球 を使用するが、加温ハウスによる場合 は12月触





3球 根 の長 期 低 温 貯蔵 に よ る開 花 抑 制
開花抑制のための低温貯蔵は、自然低温を利用 して2月いっはい露地に置いた後、3月から冷蔵
する方法と、最初から冷蔵する方法 とがある。ただし、後者の場合、掘り取り直後から冷蔵すると、













また、4、2、0℃ で長期冷蔵 した場合、発芽始めはそれぞれ141、162、225日 目となり、
花芽分化についてはそれぞれ4月23日 、5月18日 、7月7日 に雄ずい分化期に達 した。上記2、
3の結果から、2月から10月にかけて ミチノクヒメユ リの良品切花を出荷することが可能になっ
た。
4葉 枯 れ 症 の 原 因 と対 策
葉枯 れ症状は最初下葉に現れ、生育後半急激 に進行 して上位葉に及ぶ。現地調査の結果、発症 の
多 い園で は、健全園 に比べて、花茎長、同生体重、球根重 が劣 った。また、多発園では、土壌 の
pHが 低 く、置換性塩基、特 にCaの 含量が低 く、植物体 のP、K、Ca、Mg含 有率 も低か った
(第7表)。
土壌 のpHとCa、Mg及 びP施 用量それぞれ2段 階を組合わせた16試 験区を設け、各要因の
影響を検討 した。跡地土壌の化学性 と生育量及 び発症 との関係をみ ると、花茎長 は高pH・ 少Ca
区で、特 にMg無 施用の場合 に劣 った。処理の影響は球根重により大 き く現れ、Mg無 施用区がす
べて著 しく劣 ったが、Mg施 用区で も低pH・ 多Ca区 に限 って肥大が悪か った。葉枯れは発生の
初期、Mg施 用区で明 らかに少な く、多Ca区 で若干多か った。発生率 は生育後半 に増大 したが、
その時点 ではpHの 影響が最 も大 きく、高pH区 で低 か った。次いでMgの 影響が大 きく、 その施
用 は発生 を減 じたが、Caの 影響は比較的小 さか った。
このよ うにpHの 影響が大 き くな ったの は、低pH区 でMg、Caの 溶脱が起 こったためとみ ら
れ、葉枯れ発生率(A)、 跡地土壌のpH(B)、 置換性Ca(C)、 同Mg(D)含 有率相互間
の偏相関 をとると、rAB-C宰 一 〇.764、rAB-D=一 〇.602、rAC-B置一 〇330、
rAD-B=一 〇.630の値が得 られた。 また開花期、茎葉部のMg含 有率 はMg施 用で高 まり、
また高pH区 で高 く、葉枯れ発生率 とr=一 〇。745の高い相関を示 した。
一方、Ca含 有率 と葉枯れ発生率 との相関はr=一 〇.142と低 く、それが著 しく高い場合 は、
M9含有率 が高 くて もある程度 の発症 がみ られた(第8表)。
以上の結果、葉枯 れ症 は一種 の酸性障害で あり、Mg欠 乏 によるもの と推定 された。 また発症限
























































































































































































































































































































採 取 府 期(月 日)

















第 姻 催 の 炭 水 化 物 舗 率(対 乾 物%)
.の消 長
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第1表 萌芽 に及ぼす球根掘 り取 り日、 りん片除去及び低温処理の影響 ・
無処理区y掘 り 取 り
月 日 所要日数 萌 芽 率 所要日数
(日)(%)(日)
子球りん片除去区y母 球りん片除去区y 低温処理区y






















































第2表 萌芽、 生育、 開花 に及 ぼす温湯 ・GA単 併 用処理の影響 ・
萌芽率 萌 芽処 理
(%)明 日
萌芽所 開 花 到 花 茎 長 茎 径 葉 数 花 数 切花重


























第3表 予備 冷蔵 の温度 と期間が開花と切花品質 に及ぼす影響
処 理z入 室 萌 芽 開 花 到 花 切花率 茎 長 茎 ・径 葉 数 花 数 切花重





















































z8月12日 掘り取りの13ダ、2-3芽 球を47℃ 温湯に60分間浸漬 した後、前処理を行 っ





第4表 本冷蔵 の温 度と期間が 萌芽、開花及び切花品質 に及ぼす影響














z8月16日 掘 り取 りの25-309、2-3芽 球を直ちに18℃ で10日 間前処理 した後、8
月26日 か ら本冷蔵 した。冷蔵終了 とと もに箱 に定植 し、戸外 に28日 間置いた後、最低15℃
のガラス室で栽培 した。1処 理30球 を供試。
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z9月5日 掘 り取りの1493-4芽 球 を直ちに前処理 して0℃ に貯蔵、




第6表 抑制用球 根の植え付 け 日と萌芽、開花及 び切花 品質 ・
萌 芽 茎 率 平 均 開 花 日 致 花 日 数 切 花 率
植え付け





















茎 径(纏) 葉数(/茎) 花数(/茎)
















・8月24日 掘 り取 りの35〃3芽 球を3月1日 まで自然温度 で、以後0℃ で貯蔵 し、5月10
日か ら1か 月ご とに出庫 、18℃10日 間の後処理を行 った後、標高を異 にす る3地 点 で栽 培し







































































・ 優良園7園 、普通園9園 、不良園7園 平均。
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15.0%)2僻を詰 めた。NP205、K20施 用量 はそれぞれ1,5g、0.5と1.5gの2段階、159
とし、Caは 低PH(4.3)区ではCaSO4で、 高PH(7.0)区ではCa(OH)2で、Mgは すべ て
MgSO4で施 用 した。
なお、高pH区 でCa(OH)2で反応矯正に不足す る場合 にはNa2CO3で補 足 した。9月18日、6,5
g球を1鉢 に3球 植え付 け、1区4鉢 、12球 を供試 した。





































































































審 査 結 果 の 要 旨
ミチノクヒメユ リ(Lili㎜concolorSalisb.var.mutsuan㎜Makin。)はヒメユ1)の変
種で,福 島,山形,秋 田,青森の山地に自生する。分球繁殖によることもあって,揃 いが良く,
切花品質 も優れることから,昭和35年以降 著者 らによって切花生産が推進された。本論文は切
花生産に関わる本種の生育特性を明 らかにするとともに,切花の周年生産技術を確立することを
目的 として行 った研究の成果をとり纏めたものである。分球性 はヒメユ リのなかでも本種 に特有
な性質であり,また花房分化習性は,Baranovaの分類の第3群 に属 し,それぞれ第2,4群 に
属す るチ ョウセンヒメユ リ,トサヒメユ リを含めて,興 味ある種内分化を示すことを指摘 した。
早期促成操作は温湯処理,予 備冷蔵 本冷蔵か ら成 るが,そ れぞれ45℃・60分,15℃q5日,
8℃ ・50日の処理を適当と認めだ。その うち温湯処理は休眠打破と葉の発育促進を通じて萌芽を
早め,予 備冷蔵は,発 根態勢を進めることで本冷蔵の低温による障害を防ぎ,そ の効果を十分に





た新作型を開発 した。更に,上記促成 ・抑制に関する研究の結果,1～2月 から10月に亘るほぼ
周年の切花生産が可能となった。
次に生育障害としての葉枯れ症については,現 地調査,鉢 試験,及 び現地実証試験から,Mg
欠乏を主体とする酸性障害 と判定 し,その対策を確立 した。
以上,本 研究は東北原生のミチノクヒメユ リの切花生産に関わる生育特性を明 らかにす るとと
もに,切 花の周年生産技術の基礎を確立 したものであり,栽培学上の貢献が大きいものと評価さ
れ,審 査 員一同,著 者は農学博士の学位を授与するに値するものと判定 した。
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